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はじめに 図解という⽅法 −抽象的な感情を具現化し、⼼を整理する⽅法− 
 

私の作品には、丸窓や⽂字といった「図解」と呼ばれる技法が⽤いられている。抽象的で
捉え難い感情や、揺れ動く⼼を冷静に観察しようという態度が、いつしかこの「図解」とい
う技法として作品の中に現れてきた。これらはただの装飾やデザインとして⽤いるもので
は無い。私⾃⾝の⼼という主観から距離を置いて、俯瞰し客観視するための技法である。本
論ではこのような経緯で⽣まれた⾃作を、「⼼を図解する」と捉え論じていく。 
 

 
図 1 教科書における図解 

 
第１章  ⼼象の根源 

 
第 1 章では、過去の作品を振り返りながら、筆者がなぜ感情や⼼といった抽象的なもの

へと関⼼が⽣まれたかを、個⼈的な⽣い⽴ち、経験を元に綴っていく。そのような体験は、
具体的に話すには⽣々しすぎるが故に、⾃⾝の中で教科書や図鑑の中における記号や図形
といった抽象的なものへと置き換えが⽣まれていったのかもしれない。トラウマを象徴化
した表現の例を挙げながら、何かに例えたり置き換えたりする表現の必要性について論じ
る。 

 
第２章  週刊森の中−不幸の解毒− 
 



第２章では、終始の頃に制作した「週刊森の中」という架空の娯楽雑誌の表紙画のシリ
ーズについて、作品が⽣まれた背景や、影響を受けた娯楽雑誌たちの役割、苦しい時の笑い
の重要性を論じる。「不幸を笑いに」という主題が芸術の主題として有効であるか、アンリ・
エレンベルガーの「創作の病」を引⽤し検証していく。実体験を交えながら、不幸や逆境の
あとに訪れるクリエイティビティについて述べる。  

 

 
 
第３章  図解について 

 
 第３章では、私はなぜ絵画として表現するのか、ヒントとなった友⼈のエピソードや⼼理
療法を参照しながら、⼼や感情という掴みどころの無い抽象的なものを「形にする」ことの
実効性について述べる。また、科学雑誌の挿絵を引⽤したシュルレアリスムの表現を参照し
ながら、⼼という不可視のイメージを画⾯に表現する⽅法を探る。 
次に、視点の問題やリアリティについて述べる。⾃⾝の⼼を読み解いていく中で、かつて
⾒た教科書や図鑑の「図解」という技法を⽤い、⾃⾝の⼼を「図解」し読み解いていく試み
について論じる。 

 
おわりに 
 
 筆者は個⼈的な過去の経験から、⼼について関⼼を抱いた。そのことを解き明かそうと
する中で「図解」という技法に着⽬し、絵画制作を通して⾃⾝の⼼を読み解こうと取り組
んできた。 
その過程で、筆者が影響を受けた⼤衆⽂化、⼤衆芸術に⽤いられる表現も作品の中に取

り込まれていった。そのような経緯を経て、⾃分の⼼を理解するためであったはずの技
法、様式はいつしか、より広く共感される⼼の領域、社会の構造の⽚鱗を表してきた。 
 今後は、この新たに⾒出されてきた社会の中にいる私、あるいは社会そのものを図解し
うるような視野を抱いて、制作を⾏っていきたい。 


